











































































ている。当時のインドネシアに根付いていた密度の高い西欧文化 対し、西洋排除を目指す彼の活動は困難だった。武田麟太郎は、ロシアやフランスなどの西洋文学を十分に吸収していたが のように外国で西洋と接触したのは、初めて ある。　
そもそも、武田麟太郎の原点は日本文学にあった。彼の文学に最も影響を与えた
のは井原西鶴である。井原西鶴の文学は、 『 家義理物語』の序に表現されているように、 「それ人間の一心万人ともに替れる事なし。長剣させば武士。烏帽子をかづけば神主。黒衣を着すれば出家。鍬を握れば百姓 」
（七）
と、江戸の社会階級の特










































































あったが、オランダ植民地時代における彼自身の体験も、ここに反映され る。彼は一九二七年にイ ドネシア独立を目指すスカルノの政党 インドネシア民族党（P
artai N
asional Indonesia ）の政治運動に参加したため、オランダ学校クイックス















する）のエッセイ、 「新社会と新文化へ」 （一九三五）であった。ＳＴＡは、統一民族によ 「インドネシア」という概念を過去に存在しなかったものと捉えていた。民族を超えたインドネシア 団結意識は近代のものであり、西洋の影響を無視できない。そのため、彼は残された「東洋」の伝統と 決別を告げ 現実的に何十年もの植民地支配 よってすでに根付いた西 的なもの 見出す
（一六）
。彼の考えでは、































































































































などを捨てる、 自己犠牲の主題が主流である。例えば、 『アイルランガ』においては、主人公であるアイルランガ王は、文学好きから政治へと転じる。 『ガ ーダが孤独に飛ぶ』では、カルタナガラ王が反乱を治めるために、妻の愛情を無視する場面も演じられている。当時のインドネシア民族運動の期待と願望がこれらの作品に反映されており、想像されたインドネシアの国を「ジャワデュイパ」 いう古代のジャワの名称に託している。　
帰国後、サヌシ・パネは劇本『
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パヒト 夕暮れ』においても、死別という恋愛物語の結末が演じられ、馬の世話仕事とする低い身分の主人公と王朝のアンジャスマラ姫 の恋愛 語 る
（二〇）
。















































































































知恵は自然を克服する道具である。ファウスト（ゲーテの小説における知識人の主人公） の性格をもつ。身体を支配しようとする彼は、 自分の魂まで犠牲にする。一方、東洋は精神を重視するが、物質を忘却する。インドラキラ山に修行するアルジュナ（ワヤンの英雄）のように、東洋の知恵は自然と調和する道として扱われる。無論、最も完全な道はファーストとアルジュナの道を融合させ こ だろう。 （筆者訳）
　






















ンド文化の調和を賛美する。サヌシ・パネと岡倉天心は世代が離れており、インドを訪れた時期から見ても、彼らの直接的な接触はなかった。しかし、タゴールとの関係において、二人の接点が見られる。タゴールが岡倉天心の親友であったことは周知のとおりである。タゴールは、サヌシ・パネにとっ も偉大な存在 る。タゴールが一九四一年にジャワを訪れた際に、最も熱く迎えたのは、サヌシ・パネであった。彼はタゴールの詩「ジャワ宛」 （一九四 年）をインドネシア語に翻訳し、タゴールの思想について、エッセイ「思想者として タゴール」 （一九四一年）を書いた。しかし、ナスチオ （
N
asution ）の指摘にもあるように、 『思想者として



















































































する岡倉天心のパータンは、サヌシ・パネの愛国的な文学にも見られる。周知のように、岡倉天心の思想は戦時中に再評価された。また、 「大東亜共栄圏」思想の実現においても、このようなサヌ ・パネの文学が最も歓迎された。武田麟太郎の先輩浅野晃は、当時のサヌシ・パネと初めて対面 際に、 「無愛想な詩人に、何かなじめないものを感じた」という印象を受けたが、のちにサヌシ・パネと「いつの間にか、充分親しくなつてゐた」と述べている
（二六）
。これは、サヌシ・パネが岡倉
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